
































《専門基礎分野 人体の構造と機能および心身の発達》

《一般教育目標(GIO)》 《テキスト》

《参考図書》

《目標行動(SBO)》

《学生の留意点》

《成績評価の方法》

《実務経験のある教員による科目》

《授業計画》

14
運動系③ 大脳基底核について②，

15
運動系④ 運動系①～③までまとめ

12
運動系① 脊髄について，脳幹について

13
運動系② 小脳について，大脳基底核について①

10
自律神経系① 自律神経系との構成と作用，自律神経系の受容体①

11
自律神経系② 自律神経系の受容体②

8
⾻格筋について(その2) 筋⼩胞体とT管（横⾏⼩管），Ca2＋による筋収縮の開始（筋の収縮），等尺性収縮と等

張性収縮，筋収縮の基本の型，神経⽀配⽐，筋収縮のエネルギー

9
興奮の伝達と抑制 興奮の伝達と抑制，シナプスについて，神経筋伝達，神経筋接合部の伝達

6
神経の基本・興奮伝導に
ついて

神経線維の構造,跳躍伝導,興奮伝導の特徴(興奮伝導の3原則),神経線維の種類

7
⾻格筋について 筋の基本的機能,筋節(サルコメア）,筋フィラメント（アクチン,ミオシンについて）調

節タンパク質(トロポニン、トロポミオシンについて）

4
細胞機能の基礎③ 細胞膜を通過する物質移動

5
活動電位，イオンチャネ
ル

膜電位，興奮発生と膜電流，イオンチャネルの機能と構造

2
細胞機能の基礎 細胞の環境，構造・構造・機能調節

3
細胞機能の基礎② 細胞膜を通過する物質移動

回 テーマ 学習内容

1
概論 生理学概論，神経生理学概論

正常な生体機能がどのような機序で発現し，維持されているか
について理解を深めるため，「膜電位の発生機序」，「神経細
胞の働き」，「体内での情報伝達機能」，「身体を動かす際の
中枢神経の働き（生理）及び末梢神経と効果器（筋）の働き」
について学ぶ．また，基本的なリハビリテーション医学の解釈
に必要な基礎的知識を修得する．

大地 陸男：『生理学テキスト　第９版』．文光堂．2022

中島雅美： 『理学療法士・作業療法士PT・OT基礎から学ぶ
生理学ノート 第３版』． 医歯薬出版．2017

他適宜紹介

1．神経筋機能について電気特性と物質特性から説明できる．
2．筋の機能について電気特性と物質特性から説明できる．
3．身体を動かす際の中枢神経の働き（生理）について説明で
きる．
4．身体を動かす際の末梢神経と効果器（筋）の働き（生理）
について関係づけることができる．

授業時間のみでは理解は深まりません．自分に適した自己学習
方法を見つけ，積極的に予習・復習を行う習慣を身につけま
しょう．生理学は解剖学とならんで医療従事者にとって必須の
科目であり，臨床医学を学ぶ上での土台となります．また国家
試験でも幅広く深い知識が問われます．そのことを意識して授
業に臨んで下さい．

筆記試験70％，小テスト20%,　レポート10%

当該分野における臨床検査技師としての実務経験を活かした科
目としている.

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

科目名 　生理学Ⅰa

担当者氏名 　渡辺　圭一

授業方法 講義 単位・回 2単位・15回 開講年次・開講期 1年・前期

12









《専門基礎分野 人体の構造と機能および心身の発達》

《一般教育目標(GIO)》 《テキスト》

《参考図書》

《目標行動(SBO)》

《学生の留意点》

《成績評価の方法》

《実務経験のある教員による科目》

《授業計画》

14
社会で生きるということ
②

壮年・中年期

15
社会で生きるということ
③

老年期

12
愛着 愛着

13
社会で生きるということ
①

乳幼児期～児童・青年期

10
発達を見立てる 発達を見立てる

11
段階理論 フロイトの心理性的発達段階・マズローの欲求階層説・エリクソンの心理社会的発達段

階理論

8
発達障害① 発達障害①

9
発達障害② 発達障害②

6
学習 学習

7
認知
ピアジェの認知発達理論

認知　ピアジェの認知発達理論

4
言語・感情 言語・感情

5
知覚・記憶 知覚・記憶

2
発達課題 発達課題

3
運動の発達 運動の発達

回 テーマ 学習内容

1
オリエンテーション
生涯発達

オリエンテーション，生涯発達

対象者の発達過程を考慮しながら対応できるようになるため
に，人の生得的な能力を知り，また代表的な領域ごとの各発達
段階における特徴を学ぶ．

授業の中で資料を配布します

授業の中で資料を配布します

1.人の発達段階の特徴について各領域に分け説明できる
2.発達障害について説明できる
3.各ライフステージにおける発達の特徴について説明できる

積極的に授業に参加してください．

期末試験　100％

本科目は臨床心理士が担当し，その実務経験を活かした授業と
している．

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

科目名 　人間発達学

担当者氏名 　松本  実祐

授業方法 講義 単位・回 2単位・15回 開講年次・開講期 1年・後期
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《専門分野 臨床実習》

○

○

○

○

○

《一般教育目標(GIO)》 《テキスト》

《参考図書》

《目標行動(SBO)》

《学生の留意点》

《成績評価の方法》

《実務経験のある教員による科目》

《授業計画》

14

15

12

13

10

11

8

9

6
地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝの現場を見学する．

7

4
各検査間の関連性を考察させる．

5
標準的な方法で起居動作介助や移乗・移動動作などの介助を数多く実習させる．

2
肢長・周径測定，ROMテスト，徒手筋力テスト，神経学的テストなどの検査測定の
実施と記録を数多く実施させる．

3
実施した検査測定項目ごとに，正常から逸脱した結果を抽出させ，知識の範囲内で原
因分析をさせる．

回 テーマ 学習内容

1
・2～3月の2週間 （45h*2)．
・地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ施設での見学（１週間）と検査測定技術の体験（１週間）を実施．

臨床実習指導者の指導のもと，学内で習得した検査・測定技術
を臨床の中で実施し，結果の原因分析や解釈を行う.また，地
域包括ケアシステムにおける理学療法士の役割を学ぶ.さら
に，理学療法士および医療専門職として，適切な態度や行動を
養うことを目的とする.

1.基本的検査手技が実施できる.
2.検査結果の解釈を述べることができる.
3.各検査間の関連性を言える.
4.起居,移乗・移動動作などの介助が行える.
5.地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ事業について説明できる.

最終的な単位認定は，臨床実習指導者による臨床評価と実習後
セミナー，臨床実習ポートフォリオの内容を総合的に勘案して
学院が決定します．評定は「合」・「否」の２段階で行いま
す．

当該分野における理学療法士としての実務の経験を生かした科
目としている．

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

DP1-となるために本科目では患者の思いに沿った提案ができる．

DP2-に育つために検査測定を体験する．

DP2-に育つために専門職としてビジネスマナーを身につける．

DP3-に育つために地域包括ケアシステムの中での実習施設の役割について説明できる．

DP4-に育つためにあるべき専門職の姿を考察する．

科目名 　臨床実習Ⅰ

担当者氏名 　佐々木　亮平

授業方法 実習 単位・回 2単位・0回 開講年次・開講期 2年・後期
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《専門分野 臨床実習》

《一般教育目標(GIO)》 《テキスト》

《参考図書》

《目標行動(SBO)》

《学生の留意点》

《成績評価の方法》

《実務経験のある教員による科目》

《授業計画》

14

15

12

13

10
・教育評価はOSCEを実習前に実施し，実習の成果を実習後，評価する．

11

8
・実習指導者に帯同し，業務の周辺より参加させて頂く．

9
・対象者への侵襲程度が低いレベルから，徐々に，情報収集，検査測定，臨床推論，治
療プログラム立案の一連の評価過程を実習する．

6

7
・夜間部：4年次　4～６月の７週間 （45h*7)
・診療参加型臨床実習教育．

4

5

2

3

回 テーマ 学習内容

1

臨床実習Ⅲは，これまでに学内教育および臨床見学実習，臨床
実習Ⅰ・Ⅱを通して学んだ各理学療法の理論と実践を最終的に
統合し，学習する機会となる.診療参加型臨床実習の中で多く
の診療場面を見学，協同参加，実施しながら，理学療法プロセ
ス（臨床思考過程），治療の実施，治療効果判定等を包括的に
学ぶ.特に経験症例のまとめでは理学療法プロセスを中心にま
とめをおこなう.

1.検査結果の解釈を具体的に述べることができる.2.基本動作
の介助が行える.3.対象者に合った問題点抽出・目標設定・ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑ立案を行える.4.治療ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実施・変更できる.5.対象
者に対し検査測定や治療に関するｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝを実施できる.6.対
象者や臨床実習指導者･ｽﾀｯﾌに対して適切な人間関係を構築す
ることができる.7.基本的医療ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを実践できる.

最終的な単位認定は,臨床実習指導者による臨床評価と実習後
セミナー,臨床実習ポートフォリオの内容を総合的に勘案して
学院が決定します.評定は「合」・「否」の２段階で行います. 当該分野における理学療法士としての実務の経験を生かした科

目としている．

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

科目名 　臨床実習Ⅲ-A

担当者氏名 　藤川　明代

授業方法 実習 単位・回 7単位・0回 開講年次・開講期 4年・前期
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《専門分野 臨床実習》

《一般教育目標(GIO)》 《テキスト》

《参考図書》

《目標行動(SBO)》

《学生の留意点》

《成績評価の方法》

《実務経験のある教員による科目》

《授業計画》

14

15

12

13

10

11

8

9

6
・教育評価はOSCEを実習前に実施し，実習の成果を実習後，評価する．

7

4
・実習指導者に帯同し，業務の周辺より参加させて頂く．

5
・対象者への侵襲程度が低いレベルから，徐々に，情報収集，検査測定，臨床推論，治
療プログラム立案の一連の評価過程を実習する．

2

3
・夜間部：４年次　６～７月の７週間 （45h*7)
・診療参加型臨床実習教育．

回 テーマ 学習内容

1

臨床実習Ⅲは，これまでに学内教育および臨床見学実習，臨床
実習Ⅰ・Ⅱを通して学んだ各理学療法の理論と実践を最終的に
統合し，学習する機会となる.診療参加型臨床実習の中で多く
の診療場面を見学，協同参加，実施しながら，理学療法プロセ
ス（臨床思考過程），治療の実施，治療効果判定等を包括的に
学ぶ.特に経験症例のまとめでは治療プログラムの実施を中心
にまとめをおこなう.

1.検査結果の解釈を具体的に述べることができる.2.基本動作
の介助が行える.3.対象者に合った問題点抽出・目標設定・ﾌﾟﾛ
ｸﾞﾗﾑ立案を行える.4.治療ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実施・変更できる.5.対象
者に対し検査測定や治療に関するｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝを実施できる.6.対
象者や臨床実習指導者･ｽﾀｯﾌに対して適切な人間関係を構築す
ることができる.7.基本的医療ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを実践できる.

最終的な単位認定は,臨床実習指導者による臨床評価と実習後
セミナー,臨床実習ポートフォリオの内容を総合的に勘案して
学院が決定します.評定は「合」・「否」の２段階で行います. 当該分野における理学療法士としての実務の経験を生かした科

目としている．

ディプロマポリシーに基づいて
重点的に身につける能力

科目名 　臨床実習Ⅲ-B

担当者氏名 　藤川　明代

授業方法 実習 単位・回 7単位・0回 開講年次・開講期 4年・前期
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